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１ 病院事業報告 

 

令和２年度は，新型コロナウイルス感染症蔓延による受診控えや，エレベーター改修に伴う入院制限

及び看護師の不足などから診療可能患者数が低迷し，引き続き赤字となりましたが，新型コロナウイル

ス感染症に対応した国庫補助金を最大限活用するなど収益の確保を行ったことで，令和元年度に比べ損

失額が減少しております。 

今後も地域医療の維持のため，医師確保に取り組むとともに，効率的な病院運営に努め，住民の健康

保持増進に寄与してまいります。 

 

 

２ 業務量 

 

 令和２年度における病院利用者(患者)の延人数と１日平均人数は次のとおりです。 

 

 (1) 延人数          ［単位：人，％］  (2) １日平均人数      ［単位：人，％］

 
 

 

 

３ 施設整備の一部 

  

 (1) エレベーター                 (2) 内視鏡洗浄機 

                

                         

部品の製造終了によりメンテナンスでき

なくなったため更新したもの。 
経年劣化で使用に支障をきたしたため更新

したもの。 
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４ 決算概要 

  

令和２年度の決算概要は次のとおりです。 

 

 (1) 収益的収支                          ［単位：円(税抜)，％］ 

 
   

      
  ア 収益的収入内訳                       ［単位：円(税抜)，％］ 

 
  【主な増減】 
 
   (ｱ) 入院収益,外来収益はともに減少し,入院収益は,２億 3,896 万円,外来収益は,１億 5,369 万

円になりました。 
 
   (ｲ) その他医業収益は，脳ドックを再開したこと等により，前年度に比べ 122 万円増の 6,972 万

円になりました。 
    

(ｳ) 医業外収益は，国庫補助金や一般会計負担金の増により，前年度に比べ 3,749 万円増の１億

8,102 万円になりました。 
  
(ｴ) 特別利益は,新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金と貸倒引当金戻入益です。 

平成30年度 令和元年度

収益的収入 652,100,397 633,098,901 △ 19,001,496 ▲ 2.9%

収益的支出 683,425,013 686,018,204 2,593,191 ＋ 0.4%

収　　支 △ 31,324,616 △ 52,919,303 △ 21,594,687

区　　　分
比較

前年度比① ② 増減(②－①)
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

収益的収支の推移（過去５年間）（千円）

収益的支出

収益的収入

収支 △52,919収支△31,325収支 △31,007

収支 △38,637

収支 +32
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  イ 収益的支出内訳                       ［単位：円(税抜)，％］  

 
 

  【主な増減】 
 

(ｱ) 給与費は，脳ドック再開に伴う非常勤医師への報酬の増や会計年度任用職員への期末手当の支給

等により，前年度に比べ 413 万円増の４億 8,912 万円になりました。 
 

(ｲ) 経費は，備消耗品費等の減により，前年度に比べ 280 万円減の１億 772 万円になりました。 
 

(ｳ) 資産減耗費は，老朽機器の除却の減により，前年度に比べ 81 万円減の 103 万円になりました。 

 

 

 (2) 資本的収支                          ［単位：円(税込)，％］ 
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  ア 資本的収入内訳                       ［単位：円(税込)，％］  

 
 

  【主な増減】 
 
   (ｱ) 企業債は,建設改良費の減少による借入減により,前年度に比べ 860万円減の1,160万円にな

りました。 
 
   (ｲ) 出資金は,建設改良費と企業債償還金の減少に伴い一般会計からの繰入金が減少したため,

前年度に比べ 1,251 万円減の 1,668 万円になりました。 

 

 

  イ 資本的支出内訳                       ［単位：円(税込)，％］ 

 
 

  【主な増減】 
 
   (ｱ) 建設改良費は, 医療機器整備のための支出減により,前年度に比べ 2,104 万円減の 2,690 万

円になりました。 
 
   (ｲ) 企業債償還金は，前年度を以て償還の終了した企業債があったため，本年度は 785 万円減の

910 万円になりました。 

 

 

 (3) 企業債                                 ［単位：円］  

 
 

 企業債残高は，前年度に比べ 249 万円増の 7,331 万円になりました。 
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 (4) 一般会計繰入金                              ［単位：円］   

 
 【主な増減】 
 
  (ｱ) 収益的収入は，不採算地区病院の運営に関する負担金や非常勤医師の報酬に係る医師確保対策

の補助金が増えたこと等により，前年度に比べ 1,403 万円増の１億 9,851 万円になりました。 
 

(ｲ)  資本的収入は，医療機器整備と企業債元金の償還に係る支出がそれぞれ減ったことにより，対

応する出資金が減少し，前年度に比べ 1,251 万円減の 1,668 万円になりました。 

 

 
  

 (5) 欠損金処理計算書 

    

   令和元年度繰越欠損金３億 1,879 万円に，令和２年度純損失 4,458 万円を欠損処理したものが，

令和２年度繰越欠損金３億 6,337 万円になります。 


